
Ⅰ 由布市におけ
る安定した雇用
を創出する 
 
新たな雇用の創出 
H31年 目標40人 

施策１ 次世代につなげよう、持続可能な仕事づくりプロジェクト 
若者から高齢者までが世代を超えて、また、職種を超えて交流し、情報共有しあいながら、生き生きと働き続け
られる、魅力的で持続可能な仕事を創り出します。 

①移住就労者受入促進事業：移住・就労・就農相談件数 30件 ②就農支援事業：由布市内新規就労
者数（就農を含む） 25人 ③由布市継業支援事業：就業者のマッチング件数 5件 ④「農ある暮らし」
仕事づくり事業：先進農家への研修者数 20人 

人口ビジョン 総合戦略（2015～2019年度の5カ年） 

まち・ひと・しごと創生「由布市人口ビジョン」・「由布市総合戦略」の全体像 

中長期的展望（2060年を視野） 基本目標 プロジェクトの基本的方向 主な事業と重要業績評価指標（KPI） 

施策２ あらたな就労環境・雇用支援の創出プロジェクト 
企業誘致や創業の裾野拡大など、多様な就労環境を創出し、幅広い年齢層の市民経済活動の参加を促進しま
す。 

①企業立地促進事業：企業誘致による新規雇用  10人 ②創業支援事業：創業者件数 5件 ③就労環
境創出事業：児童館・放課後児童クラブ・子育て支援センター等の開設 23施設 ④政府関係機関移転
事業：政府関係機関等の移転交渉件数 2件 

①地域と協働した学校づくり推進事業  ：コミュニティ・スクール設置校数 14校 ②郷土学習の推進事
業： 「子ども由布の学び検定」の実施人数 30人 ③地域・家庭の教育力向上事業：地域人材派遣数 600
人 
 
 
①住宅用地等ニーズ調査推進事業 ②住宅用地推進化事業 ③３世代暮らしの応援推進事
業：住宅戸数 20棟 

①由布での出会い応援事業：お見合いパーティーや街コン等開催の支援数 5回 

①地域コミュニティ形成促進事業：地域協議会設立 5地区 ②地域ビジョンの作成・実現事業：地域
ビジョンの策定数 5地区 ③いろんな団体とやってみよう！交流・連携事業：連携による事業実施数 5
件 ④由布コミュニティ（地域の底力再生）事業：コミュニティ事業実施地区数 5地区 

①観光受入環境基盤整備事業：平均滞在日数 1.13日以上 ②観光情報発信の組織体制確立及び
一元化事業：年間宿泊客数 77.1万人 ③観光人材育成事業：おもてなし伝承師の育成数 50人 

①移住定住推進事業：移住定住相談件数 年55件 ②空き家利用による移住・定住化事業：空き家
バンクの新規登録件数 年30件 ③UIJターン推進事業：移住定住施策を活用した移住定住者数 年45人 

①インバウンド受入環境整備事業：外国人宿泊者数 50,000人 ②地域プロモーション推進事業：ア
プリ利用者数 5,000人 ③都市と農村の交流促進事業：農泊者数 3,500名 

①トップアスリート育成推進事業：トップアスリートの育成 5名 ②一流プレーを身近で体感推進事
業：強化合宿の誘致、受け入れ団体数 10団体 ③伝統文化継承・交流事業：イベント参加者数 16,000
人 
 
 
 

①自主防災組織活性化推進事業：自主防災組織数 150組織 ②地域防災リーダー（防災士）育成
事業：防災士配置自治区数 150地区 ③防災訓練実施推進事業：防災訓練・研修回数 150回 ④防災
教育推進事業：防災教育回数 4回 ⑤消防施設整備推進事業：消防施設整備箇所数 20箇所 ⑥防犯
活動推進事業：関係機関の連携した防犯パトロール回数 12回 
 

①コミュニティバス利便性向上・合理化事業：コミュニティバス利用者数 51,700人 ②新たな交通
モードによる持続可能な公共交通創出事業：新たな公共交通創出数 2地域 ③まちづくりと公共交
通の一体化事業：コミュニティバスとの連携した事業の実施数 3事業 

①マイレージ対象拡大事業：マイレージ対象事業数 50事業 ②地域で活躍支援事業：健康づくりリー
ダー派遣者数  700人 

①大分都市広域圏推進事業：連携事業実施件数 10件 ②「地（知）の拠点」としての大学等との連
携事業 （ＣＯＣ+事業）：大学との連携実績件数 15件 ③ゆふでの再会・出会い・ふれあい支援事
業：参加者数 400人 ④由布高校との連携による地域活性化事業：総合型スポーツクラブへの由布高
校参加人数 30人 

①高齢者等見守りネットワーク事業：ネットワーク事前登録者数 100人 ②認知症サポーター養成事
業：認知症サポーター養成数 3,000人（累計） 
 
 

施策１ 滞在型・循環型保養温泉地実現プロジェクト 
観光客の受け入れ体制を整備することにより、日本人観光客及び訪日外国人観光客が、訪れやすく、また、長
く滞在したい・何度でも訪れたいと感じるまちを目指します。 

 
 
Ⅱ 由布市への 
新しい人の流れ
をつくる 
 
年間観光客数 

H31年 目標400万人 

 
 

施策２ 由布ならではの移住・定住プロジェクト 
県外・市外からの移住希望者に対し、由布市の魅力を発信し、由布市への移住・定住を目指します。また、住
環境や受け入れ側の体制を整備することにより、移住・定住者及び受け入れ側の両者がともに住みやすさを実
感できるまちを目指します。 

施策３ ゆふの魅力発見・発信プロジェクト 
由布市に住む人が、由布市の魅力を発見し、磨き上げ、誇りを持って市内外へ情報発信することにより、また、
国内外を問わない観光客受け入れ体制の充実及び情報発信施設等を整備することにより交流人口の増加を
目指します。 

施策４ 文化活動による人材育成・交流プロジェクト 
スポーツや伝統文化（神楽等）を通しての人材育成、アスリートや伝統文化継承者の育成に取り組むことにより、
市民の活力を導きだし、由布市における文化の新たな魅力づくりを目指します。 

施策５ クアオルト推進プロジェクト 
日本クアオルト協議会加盟自治体と連携し、日本型クアオルトの拡大・発展を目指します。 また、由布市クアオ

ルト事業の拡大・発展に向け、情報発信を行うとともに、クアオルトプログラムづくりに取り組み、産業の創出や
交流人口の増加を目指します。 

施策１ 子どもたちを包み込む支えあい・助けあいプロジェクト 
地域の宝である子どもを中心に、地域全体が世代を越えてつながり合い、子どもの成長を支え合う地域づくりを
目指します。 

 
Ⅲ 由布市での 
若い世代の結
婚・出産・子育て
の希望をかなえ
る 
 

出生数 

 Ｈ３１年 目標  

 300人以上/年 

 

施策２ 『由布の学び』創造プロジェクト 
学校が抱える課題や問題に対して、地域の力や専門性をもつスタッフと協働し、学校の教育力及び組織力の向
上を目指し、学校・家庭・地域が協働した取り組みを推進します。 

施策３ 子育て応援住まいプロジェクト 
子育て世代を支援する、安価な住宅用地の確保を行い、子育て世代の支援とともに、定住と移住へ繋がる支援
として推進します。 

施策４ 由布での出会い応援プロジェクト 
民間の団体等の主導による、若い世代が結婚へ結び付けられる出会いを応援し、結婚、出産、育児への切れ
目ない支援へ繋げられるスタートの事業として取り組みます。 

施策１ 地域安全・安心強化プロジェクト 
地域の実情に応じた防災組織の強化を行い、「自助」「共助」の意識醸成により地域防災力の強化を推進しま
す。また、同時に消防団の強化や地域の様々な団体と連携を図り、活動の活性化や継続につなげていくことに
より、安全・安心な地域づくりを目指します。 

 
Ⅳ 時代に合った 
地域をつくり、 
安心なくらしを守
るとともに、地域
と地域を連携す
る 
 
地域協議会の設立 

H31年 目標5地区 

 

施策２ みんなで守り育てる公共交通活性化プロジェクト 
適宜利用者のニーズに応じた路線、ダイヤ等の工夫を図り、高齢者の生きがいづくり事業等とタイアップするこ
とによりコミュニティバスの利用者増加を目指します。 

施策３ “市民が主体！！”コミュニティ活性化プロジェクト 
地域の課題解決のため、住民主役の新たなコミュニティ組織として、地域協議会の設立を推進します。また、地
域ビジョンの策定や地域リーダーの育成を行い、コミュニティの活性化を目指します。 

施策４ 地域へ飛び出せ！マイレージプロジェクト 
市民一人ひとりが、積極的にマイレージ事業に参加し、身近なコミュニティで声をかけあい、共に健康づくり等に
取り組むことにより、マイレージ事業の拡充に取り組みます。 

施策５ 地域とのつながり強化プロジェクト 
多様化する住民ニーズや広域化する行政課題に対応するため、広域連携や産学官連携を推進します。また、
ふるさと回帰のきっかけづくりの支援と高校生と地域との繋がりの促進を行うことで、定住意識の醸成を目指し
ます。 

施策６ 高齢者等の見守りプロジェクト 
住み慣れた地域で安心して生活し続けられるよう、地域全体で見守りネットワークを構築します。 

Ⅰ.人口の現状分析 
 
◎国勢調査人口 
1985（昭和60）年 35,945人 
2010（平成22）年 34,702人 
 
2005年までは、自然減を社会増で補
い微増傾向にあったが、合併以降は

人口減少に転じている 
 
◎合計特殊出生率は、合併以来上昇

していて、2014年度には1.63まで上昇。 
ただし、人口置換水準2.07を下回る状
態である 

 
◎20～30代の結婚適齢期層人口の
極端な減少傾向 

 

※中長期的には、人口減少は避
けられない 
 
※出生率上昇による自然増と 
転出者の抑制による社会減を 
目指す 

Ⅱ.人口の将来展望 
 
◎人口目標 
 
2060（平成72）年28,000人 
2040（平成52）年 30,175人 
2030（平成42）年 31,751人 
2020（平成32）年 33,630人 
 
◎合計特殊出生率目標 
2015（平成27）年 1.63 
2030（平成42）年 2.00 
2040（平成52）年 2.30 
大分県の目標水準に合わせて、
上昇を見込んだ施策展開を実施 
 
◎転出者の抑制を図り、転入者
を増加させるための政策誘導 
 
◎健康立市事業を推進し、健康
寿命を延ばすことで、生産年齢人
口と老年人口の減少を抑制 
 
※上記人口対策の効果を実現さ
せ、2060年に28,000人を確保する 
 
【参考：社人研推計】 
 2060（平成72）年 21,475人 

【人口推計】 
・出生率が2.3まで上昇すると 
 2060年 25,549人 
・さらに社会減が0になると 
 2060年 27,368人 
 

①子どもの居場所づくり事業：子どもの居場所づくり（児童館、放課後児童クラブ、子育て支援センター
等） 23施設 ②地域子育て支援づくり事業：子育てサポーターの養成人数 50人 ③子育てと仕事を両
立できる環境づくり事業：子育てと仕事を両立できる環境づくり（保育所施設、病児病後児施設） 12施設 
④おおいた子育てほっとクーポン活用事業：子育てサービスの認知度63.6％ 

①日本型クアオルト推進事業：クアオルトプログラム数 2 ②由布市クアオルト推進事業：クアオルト
事業による交流人口 1,000人（累計） 
 


